
９牧草と園芸・第５０巻第９号（２００２）

はじめに

　昨年から中生で細葉・細茎の乾草利用向き品種

「ドライアン」の販売を開始し，実際に利用され

た農家の方々から，乾きが早い，倒れがなく収穫

しやすいなど好評いただいています。ここでは，

改めてドライアンの品種特性と栽培方法及び栽培

利用事例について紹介致します。

１　品種特性

１）　乾きが早く，乾燥やロールベール・ラップサ

イレージに最適

　ドライアンは，細葉・細茎の特徴的な草姿で刈

取り後の乾燥が早いことが一番の特長です（写真

１，２）。また，天候が安定し気温も高くなるゴー

ルデンウィーク前後（西南暖地４月下旬，関東５

月上旬）に出穂し，刈り取り適期となることから，

乾草やロールベール・ラップサイレージ利用に特

に適しています。

　ロールベール・ラップサイレージ利用では，原

料草の水分は５０～６０％が最適とされますが，ドラ

イアンは刈り取り後，その適水分域までに要する

時間が，コモンと比べ半日以上早く，短時間の予

乾で調製できます（図１）。このことは，収穫・梱

包までに雨にあたるリスクを減少させ，反転作業

も少なくてすむなどの利点となります。また，細

茎でしなやかなため，ロールベールの巻込み密度

が高くなり，良質のサイレージ調製が期待できます。
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写真１　ドライアン草姿
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　乾草利用についても，好天が続けば３日程度で

水分が１８％以下となり，梱包・収納できます。

２）　倒伏に強く，刈り取りしやすくロスが少なく

多収

　タチワセやタチムシャと同様に直立型で，倒伏

に強く，コモンが出穂前に倒伏してしまうのに対

し，ドライアンは収穫時期（出穂期）になっても

倒れないので，収穫作業が容易です（写真３）。

　機械による収穫の際，コモンは倒伏に弱いため

地際部分の刈残しが多くなりますが，ドライアン

は倒伏に強いため刈残しが少なく，多収となりま

す（写真４，５，表１）。

　また，ドライアンは，倒伏に強いため株元のむ

れが無く，再生が良好で，２番草も多収となりま

す（写真６）。

２　栽培方法

１）　播種時期

　春１番草の収量を安定的に確保するために，下

記を目安に適期播種を心掛けて下さい。

　　西南暖地　１０月上旬～１１月上旬

　　関東　　　９月下旬～１０月下旬

２）　施肥量（目安）

　１０ａ当たり堆肥３～４ｔ，石灰１００～２００�を標

準として投入し，元肥として窒素・りん酸・カリ

をそれぞれ４～５�程度施用します。刈り取り後

には，追肥として窒素とカリを３～４�程度施用

します。

３）　播種量

　２～３�／１０ａを標準とし，発芽・定着を良く

するために，できるだけ播種後の鎮圧など基本技

術を励行して下さい。播き遅れや土壌条件が悪い

写真３　ドライアンは倒伏に強い（左側：コモン）

写真６　ドライアンは倒伏による株元のムレがなく，再

生が良好（右側：コモン）

写真４　ドライアンの刈り取り跡

　　　　（刈り残しが少ない）

写真５　コモンの刈り取り跡

　　　　（刈り残しが多い）

表１　ドライアンとコモンの機械収穫における収量性

の比較 　　　　　　　 （平成１４年宮崎研究農場）
収穫ロス
割合
（％）

乾物収量（�／１０ａ）
品種名

同比総量収穫ロス同比機械収穫

１６．６
２７．９

１１２
（１００）

９８５
８７７

１６３
２４５

１３０
（１００）

８２２
６３２

ドライアン
コモン

注）機械収穫：モアで刈高９�で収穫した収量。
　　収穫ロス：刈高９�で収穫後，刈り残しの部分を刈高３�
で収穫した分。
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場合は３～５割増量して下さい。

３　栽培上の注意点

　ドライアンは関東以西の冬作用として広く利用

可能ですが，耐雪性はあまり強くありませんの

で，根雪日数が８０日を越えるような地域での栽培

は避け，エースやナガハヒカリなどの耐雪性の強

い品種を利用して下さい。

　また，晩秋や晩春から初夏に多発する冠さび病

に対する抵抗性は中～強で，タチワセなどの早生

品種より強いので，９月播きや春遅くまでの利用

にも適します。しかし，西南暖地では，いもち病

などによる立枯れの心配もあるので，極端な早播

きは避け，九州南部での播種期は９月下旬以降が

良いでしょう。

４　栽培事例

１）　都城市上長飯町　栗山純彦さん（和牛農家）

　昨年約１ｈａにドライアンを作付し，２月に１番

草，５月に２番草を収穫し，乾草調製した。従来

利用していたコモン（普通種）と比較し，倒伏が

無く収穫し易く，また再生が良好で３番草まで利

用できたと好評でした（写真７）。

２）　都城市上長飯町　江口幸一さん（和牛農家）

　昨年約１ｈａに作付し，２月にロールベールサイ

レージ，５月にロールベールサイレージと乾草を

調製した。従来のコモンより水分落ちがかなり早

く，乾草調製する際，コモンだと４日かかってい

たのに対して，ドライアンは３日で梱包・収納が

できたとのことで，かなり乾きが早かったとの印

象を持たれていました。

３）　都城市上長飯町　長友六男さん（酪農家）

　以前は早生品種を栽培されており，収穫時期の

ナタネ梅雨でなかなか良質のサイレージを調製す

ることができなかったとのことでしたが，今回ド

ライアンを栽培したところ，倒伏が無く，乾きが

早く，晴天時に刈り取りができたこともあります

が，倒伏によるむれがなく，乾きが早かったた

め，半日でベール梱包できるほど水分が落ち，お

かげで良質のロールベールサイレージが調製でき

たとたいへん満足されていました。

４）　都城市野々美谷町　細山田満盛さん（和牛農家）

　昨年約０．５ｈａにドライアンを作付し，３月に１

番草，５月に２番草を収穫し，乾草調製した。昨

年は，収穫時期の雨で良い乾草が取れなかった

が，今年は晴天時に刈り取りができ，乾きが早く，良

い乾草が取れたと満足されていました（写真８）。

５）　北諸県郡三股町　北畑和徳さん（酪農家）

　２年前にドライアンを試作していただき，ロー

ルベールサイレージ調製した。乾きが早く，良質

のサイレージが調製でき，そのサイレージは，茎

葉が軟らかくて牛の食い込みが良かったとのこと

で，牛の嗜好性が良かったとの印象を持たれてい

ました。

　良質のサイレージや乾草を作るには，栄養価の

高い時期（出穂始～出穂期）に収穫し，いかに早

く水分調整するかにかかってきます。ドライアン

はこれまでにない乾きの早い品種ですので，ロー

ルベール・ラップサイレージや乾草を短期間で調

製することができます。今まで，乾きが遅く，

ロールベール・ラップサイレージや乾草調製がう

まくできなかった方にぜひドライアンをご検討い

ただき，良質の自給飼料を調製されることを期待

しております。
写真７　ドライアンの乾草を食べる和牛

　　　　牛の食い込み良好

写真８　細山田さんご夫妻とドライアンの乾草


